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１３５ ジョルジョーネ・ビオンボ合作《三人の哲学者》  

        ヒントは《嵐》との共通表現 

２０２５ 

真鍋友範 

        

           《船主への追悼》＊誤認通称《三人の哲学者》 

 

１ 《嵐》解明の秘密 

 まず、《嵐》における表現の秘密を解明した契機を紹介しよう。 

        

 この作品が、異なった場面の合成表現であることに気づいたことだ。何故な

ら、ビーナスは左側の青年と比べ、大きく描かれているという事実があるから

だ。遠近法を理解できる鑑賞者であるなら、容易に同感できる表現だ。 

 つまり、ジョルジョーネは、意図的に、このアンバランスな表現を用いて、鑑

賞者に対し正しい理解へ導いていたのだ。 
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                     《嵐》ジョルジョーネ  

                    ＊時空間を合成した画面 

        ＊男とビーナスの身長・サイズが明らかに遠近法上破綻した表現 

 

次に、《船主への追悼》＊誤認通称《三人の哲学者》について見よう。 

 

登場人物のうち、左側の腰掛けた若者と、中央の威厳ある態度の人物の表現の差

異に気づく必要がある。 

          

       ＊解読が難しいー何故なら、同じ人物の数十年後の姿が同時に描かれた作品 

 

お気付きであろうか。双方の人物の手足のサイズや、顔面のサイズを比較して

みると、個人差ではない、【明らかなサイズ上の違い】がある。 

 

画家の表現に細心の注意を払わない鑑賞者にとっては、認識が少々難解な程

の微小な表現差ではある。 
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 しかし、見逃してはならないジョルジョーネの特徴が表現されている。 

 

更には、この点を補強する描画表現がある。 

 

若者のワイシャツに対する船主の白いターバン。若者の膝上の白いハンカチ

に対する船主の白い腰紐。 

 

これらは、画家が意図的に両者を関連づけたいとする意図が隠されている。何

故ならば、無関係ならば、【通常は共通するカラー使わない場面】だからだ。 

 

このように、明らかに【意図された表現上の差異の強調】が存在する。 

 

 しかし、この表現上の差異は、過去のジョルジョーネ絵画を俯瞰すると、決し

て偶然ではない。 

 

《嵐》での男とビーナスの身長サイズ差と同様に、この作品には【異なる時空

間の人物】であることを表しているのだ。 

 

この【異なる時空間の人物を同一空間に表現する】という、【ジョルジョーネ

独特の追悼画描法】が、現代では、通常考えられない技法である為、一般にこの

絵画は、誤った解釈のままなのだ。 

 

 ここで読み取るストーリーは、【若い時期に船大工（あるいは造船技師）に憧

れていた人物の、その後の船主（貿易主）としての成功という人生の表現】だ。 

 残念にも、隣の船長（航海士）と共に海難事故かイスラム教徒との貿易上の争

いで急逝した為、この追悼画がジョルジョーネ工房に発注されたものの、ジョル

ジョーネが亡くなり、原案の描画継承者として、当時工房で修行中のセバスティ

アーノ・デル・ビオンボが、完成までを引き継いだということだ。（2024・真鍋説） 

 

《船主への追悼》が本来の題名であるべきなのだが、ヴェネチア・ルネサンス

後のマニエリスム期には、この時代特有の読み取り、つまり、ことごとく絵画内

容に対しての象徴的解釈が行われた時代であり、当時、本作品の内容が理解でき

ていない美術史家たちによって、誤った題名《三人の哲学者》の作品と解釈され、

現代に伝わったものと推測できるのだ。 
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